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令和8年度区長挨拶

平芝公園梅まつり
2月28日（土）に衆議院議員丹野様、藤澤様を始め多数の来賓の方々にご参列いただき、

第23回平芝公園梅まつりのセレモニーを開催しました。来場者の皆さんは
梅の花と香りや豊田殿姫チンドンによる演奏、キッチンカーのグルメや花
苗・野菜の販売などを思い思いに楽しんでおられました。今年は、伊能忠
敬の足跡を訪ねる「愛環ぶらっとウオーキング」も開催され、1000人を
超える参加者の方々も来園され、例年になく大変な賑わいでした。

日頃は、自治区の運営に対し、ご支援とご協力を賜り誠にありがとうございます。
160年前、人々であふれていた江戸の町でトラブルを避け、互いに気持ちよく暮らすために自然

に生まれたルールが「江戸思草(しぐさ)」です。その中の「往来しぐさ」を紹介します。江戸は
面積の八割が寺社と武家、残りの土地に町人という状況から生まれたのが「往来しぐさ」です。
これは「お初しぐさ」「稚児しぐさ」とも呼ばれ、子どもの内に身に付けておくべきものとされ
ていました。その代表的な３つを紹介します。
①傘かしげ：自分の傘から落ちる雨雫(しずく)が相手の肩にかからないよう、傘を外側に傾ける
事です。もし自分が傘かしげをしても相手が全く傘を傾けず、雫をかけられることがあります。
でも怒らないでください。自分も忘れることがありますから。「いいですよ」と許すのもまた、
江戸しぐさなのです。逆に良くない事として、傘を地面と水平に持って細い方を後ろに向けるこ
とが「後(あと)つつき」と言います。
②こぶし腰浮かせ：電車などで後から乗ってきた人のために拳一つ分ちょっと腰を浮かせてずれ
ていくしぐさ。江戸時代は舟がでるのを待っている間、後から人が乗ってくる毎に拳をついて腰
を浮かせ、席を詰めていました。

私が学生時代、50年以上前の東京には粋なお年寄りがいて、顔色のさえない人を見つけると、
自分より若い人に席を譲ることもありました。「詰めていただけませんか」といわれる前にする
のが江戸しぐさ。催促されてから行動するのは恥とされていたのです。
③うかつあやまり：最後は迂闊(うかつ)誤り(あやまり) です。日頃から親がしつけの糸をきちん
と縫いつけていたら、子どもは江戸しぐさを知らなくとも自分の不注意で人に迷惑をかけたら「
ごめんなさい」と謝ることかなとすぐ察しが付きます。例えば電車の中で人の足を踏んでしまっ
たら「すみません」と謝るのは当然ですが、踏まれた人も「とっさに足を避けられなかった私が
迂闊でした。すみません。」と、口に出さなくともしぐさでその場によい空気をつくれる大人の
態度を言います。思いは通じ、険悪な空気になろうはずがありません。このほかにも、現代の学
校でのいじめの原因ともなる「太っている」は、江戸では動物の値段を決めるときに使う言葉で
あって、人間に対しては使いませんでした。外見を見ればわかるような言葉をわざわざその人に
向かって言うことは野暮と言われました。「江戸しぐさ」はみんなが気持ちよく暮らしていくた
めに必要な相手への心遣い、モラルやマナーを表しています。相手や周囲の人が何を望んでいる
のかを考え、思いやりのある言動がとれる人、それが「品位」ある人間だと思います。

日本人の共助の源はここからきているのではと思い、披露させていただきました。
最後になりますが、自治区本来の運営目的であります、区民相互の親睦と安全で安心な住みよ

い街づくりに努めてまいりたいと考えております。今後とも皆様方のご指導、ご鞭撻、ご協力の
ほどをお願い申し上げ、新年度の挨拶とさせていただきます。



令和8年度自治区諸団体役員
菖蒲 嘉子代表県営住宅羽根田 典子代表

女性会

本間 二郎代表
日の出会

三木 操代表ﾊﾞﾝﾍﾞｰﾙ平芝服部 園子会計新見 節子副

山田 哲也代表1分団2部
消 防 団

木村 早苗書記稲本 孝志代表
なじみ会

尾崎 孝二副石川 摩美代表どんぐり
子ども会

稲本 良二副

小原 京子副林本 泰彰代表
芝縁会

佐々木 裕嗣副
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今後の予定
・4月19日（日）9:00 評議員会、10:00 組長・諸団体会議

・5月 一般区費集金（詳細は４/19組長・諸団体会議にて説明、集金日は組長さん一任）

・6月18日（木）13:30、20日（土）13:30 防災研修会（於：豊田市消防本部）

・日程未定 平芝公園梅収穫祭（詳細が決まり次第、ホームページに掲載します）

令和7年度定期総会
3月15日（日）10：00より自治区役員、新旧組長さんの参加の元、令和7年度の定期総

会を区民会館において盛大に開催しました。
来賓の市議会議員奥村峰生様のご挨拶に始まり、令和7年度事業および会計報告の承認

を受けました。後半の部では令和8年度の事業計画案及び会計予算案の報告、自主防災会

の活動報告がありました。いずれの案件も満場一致でご承認いただきました。本総会を

以て令和7年度の行事はすべて無事に終了し、4月より平芝自治区新年度の活動が始まり

ます。区民の皆さん方のご協力をよろしくお願いいたします。

令和8年度自治区役員・専任委員
職 務氏 名役 職職 務氏 名役 員

厚生労働省近藤 正吾民生児童委員各部全般戸田 博基区 長

厚生労働省三宅 智寿子民生児童委員総務部部長内田 博喜副区長

交推協戸田 博基委 員防災防犯部部長服部 啓二副区長補佐

環境委員加藤 賢治委 員総務部副部長井上 眞一会 計

環境委員清水 義雄委 員環境部部長岡本 勝評議員

環境委員野村 弘巳委 員環境部副部長此島 明史評議員

環境委員菖蒲 嘉子委 員体育文化部部長佐野 浩司評議員

環境委員田村 篤委 員体育文化部副部長土屋 則康評議員

環境委員角田 佳代美委 員体育文化部副部長近藤 正吾評議員

環境委員羽根田 明委 員防災防犯部副部長菖蒲 嘉子評議員

防災防犯部副部長立木 浩一評議員

広報書記部部長川澄 勝久評議員

広報書記部副部長稲本 良二評議員

相談役新見 隆相談役福祉部部長神谷 雅英評議員

会計監査（正）緒方 美保子会計監査福祉部副部長山田 敏彦評議員

会計監査（副）小野 奈保美会計監査福祉部副部長三宅 範明評議員


